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春一番が吹きました。寒かった今年の冬ですが、確実に春が近づいているようです。教育研究所でも、

来年度に向け、様々な取組への準備が進められています。 

4月から、NPO法人としての活動が 2年目に入ります。ますます、公共性のある、また当事者の側に立

った、実のある活動をしていきたいと思います。しかし、NPO法人になってますます実感をしているの

は、活動が公益的であり、非営利活動に限定されるのに、こうした活動を維持運営していくには、現実

には資金が必要となることです。本当に困っている当事者の方の負担が増えてしまわないように、維持

運営していく方法を模索していますが、難しい現実があります。 

 

４月から“Common Room” 
（コモンルーム）開設します。 

 ※コモンルームには学校などの中にある、みんな

の大切な居場所、安らぎの場という意味があります。 

教研では、1972 年より不登校・ひきこもりの

子どもがもう一度社会参加へ踏み出していくた

めに、カウンセリングやケースワークなどと平行

して、平日の昼間、毎日通ってくる日常クラスを

設け、運営して来ました。クラスの中では、子ど

もたちが、家庭生活だけでは難しい、けれども社

会生活を始めるにあたって必要だと考えられる、

学力（日常生活で必要な社会的常識を含む）の習

得・体力づくり・生活リズムの修正・人間関係の

スキルの習得・心の不安への対処ができるように

なることなど、同世代交流をしながら、それぞれ

の課題を克服し、それぞれの社会参加の道へと旅

立って行きました。 

こうした活動が認められ、教研をモデル民間施

設にして、平成 4 年の文部省が「適応指導教室、

教育センター、児童相談所などの公的な機関など

の公的機関に通うことも困難な場合や、本人や保

護者の希望もあり、適切と判断されるときは民間

の相談・指導施設も考慮されてよい。」という民

間施設ガイドライン作成、発表。また、適応指導

教室を設置する際にもモデル施設になっていま

す。 

しかし、近年、教研が行ってきた文部科学省か

らの委託研究や、横浜市教育委員会との共同研究

の中で“新しいタイプの不登校”の姿が見えてき

ました。これまでの不安が強い、心因性の不登校

の子どもたちへの対応は 30 年以上の経験実績や

研究の中でかなりの部分が解明でき、対応策など

が見えてきました。しかし、長期化が懸念される、

新しい、情緒的には安定でも不安定でもない、

そのまま状態が固定し、安定してしまっている、

“新しいタイプの不登校”は、親や現社会との価

値観のズレから大きく起こってきている問題と

考えられ、彼らへの対応のためには従来のｸﾗｽに

新しい要素を加えた新たな居場所作りが必要に

なってきました。 

そこで、新たに教研のクラスを Common 

Room(コモンルーム)という多様化した価値観に

対応し、子どもの気持ちや思いをさらに重視した

居場所を作ることになりました。 
大人の方の特別講師としての参加も大歓迎です。 

～～ココモモンンルルーームムはは知知識識のの泉泉！！～～  

教研のコモンルームは一人一人の、もう一つの居場

所。家庭と学校や社会との中間にあります。ルーム

の中は自分の場所でも有るし、仲間との共有の場所

でもあります。その中での過ごし方は一人一人違っ

ていたり、一緒だったり、わきあいあいと過ごして

います。 

行きたい！やりたい！好奇心大歓迎です！ 

◆ 知 識 の 泉 っ て ？ ◇  

お勉強の枠をはみ出して、色々面白そうなことにつ

いて、掘り下げて探っていこうという時間です。こ

※インフォメーション通信が変わりまし

た！ 
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の泉の時間に何をやるのかは、月ごとにお知らせし

ます。こんなメニューをご用意しています。 

お勧め

の 映

画を観てみるときも、その映画

の背景を探ってみたり、俳優さ

んに焦点を当てて見たり、リメー

クと見比べてみたり･･･。 

“色んな見方があるんだなぁ”って、新たな発見が

できること間違いない！＜不定期講座＞                         

世界には 191 カ国(国連に加

盟している国)以上の国が有ります。色んな言葉、色

んな食事、色んな風習、色んな文化があって、それ

ぞれが独自の形で生活をしています。それぞれに生

活や歴史に基づく考え方、常識があり、似ていたり、

全く違っていたりしています。 

ニュースや情報番組では見えてこない事柄を、探っ

ていく講座です。＜不定期講座＞ 

“どっちの料理ショー”で作

っていたものを（高級食材を使うのは無理だけ

ど、）作ってみたい！なんていう、あんなもの食べ

てみたい、こんなもの作ってみたい、を実現して

みる時間です。アイスの天ぷら、ロコモコなど、

メニューを決めるのは参加するあなたです。 

面白くなければ「理科」

じゃないをキーワードに、とにかく日常の不思議

なことをいろいろ実験してみます。うまく行くかど

うかは参加してからのお楽しみ!?＜定期講座＞ 

京都議定書とは「気候変動

枠組条約第 3回締結国会議（COP３）」で採択された、

二酸化炭素など 6 つの温室効果ガスの排

出削減義務などを定める議定書のこと。 

2005 年 2 月 16 日、京都議定書が発効しま

した。地球も守るために皆で勉強しましょ

う。＜不定期講座＞ 

会話術、論争術等、相手

を論理的に説得する力は生きていくために、大きな

武器になる。この力を皆で付けましょう。＜不定期

講座＞ 

テレビ・ラジオ・新聞・WEB

ニュース等、話題に応じた内容をタイムリーに解説

します。＜不定期講座＞ 

歴史の勉

強となると、どうしても「覚える」学習というイメ

ージがあります。でも本来は「覚える」ものではな

く「感じる」「触れる」「味わう」もののような気が

します。何百年も前の木の柱に触ってみたり、昔の

人が書いた文字を眺めてみたりしながら、その時代、

そこでどんな人がどんなことを考えて何をしようと

したのか…そんなことを想像して、教科書に出てく

る人をちょっと身近に感じてみたいと思います。＜

定期講座＞ 

子ども達のリクエストに応じ

た形で発生する泉です。何をやるかはみんな次第。楽

しみな時間です。 

ひきこもりの心理や神経症、

自律神経症について楽しく学びます＜不定期講座＞ 

< Common Room Time Schedule > 

Common Room 開設時間：水曜日以外の平日午前１

０時３０分から午後３時３０分まで 

（※学校のお休みの時はお休みです。） 

講座ごとの参加もできます。お問い合わせ下さい。 

◆ そ の 他 の 時 間 ◇  

使える英語、話せる

英語を身につけるには、やっぱ

り聞いたり、話したりする練習

をしなければなりません。この

時間はすっかりネィティブ（母国語が英

語の人）のつもりで、やってみましょう。気分はネ

ィティブけれど、講師はバリバリの日本人。安心し

て来てください。 

体を動かすことは楽しいこ

とです。まして一人では出来ないよう

なスポーツが一緒にできると楽しさ倍

増です。サッカー、バスケット、野球、

 Mom Tue Wed Thu Fri 

10:30~ 

12:00 

Free time 

(久玉) 

英会話 

(田村) 

Roomは 

お休み 

Staff

研修 

Free time 

(田村) 
※知識の泉 

12:00~ 

13:00 
Lunch Lunch 

13:00~ 

15:00 
※知識の泉 ※知識の泉 Sport 

英会話 

(田村) 

15:00～

15:30 
Meeting Meeting Meeting Meeting 
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卓球、バドミントン、バレーボールなど。その時の

メンバーに応じて種目を決めます。人数が多い方が

楽しいので、少しでも興味がある人はぜひ来てくだ

さーい！ 

学習をしたい人、レポートをしたい

人、資格試験の勉強をしたい人。それぞれの時間で

す。 

各時間には担当の補助スタッフがつきます。 

  ◆ 遠 足 ◇  

みんなで外に出て楽しむイベントとして、月に一度

は遠足に出かけます。場所はみんなで考えて決めて

います。昨年はこんなところに行きまし

た。 

三三鷹鷹のの森森--ジジブブリリ美美術術館館：観るも

のが大変多く、展示の中身も変

わったりするので毎年好評のジブ

リ美術館。一生懸命に見すぎていつ

も帰りはへとへとになります。大変今年はオリジナ

ル短編アニメーションが『めいとこねこバス』だっ

たので、ラッキーでした。 

秋秋葉葉原原・・アアメメ横横・・湯湯島島天天神神東東京京巡巡りり：それぞれの行

きたい場所がバラバラで、何とか叶えられる方法は

ないかと、コースが設定されました。行ってみたら、

どの場所も思いの他面白かったとの感想が多く、み

んながお勧めの場所をそれなりに満喫した遠足とな

りました。 

古古都都鎌鎌倉倉巡巡りり：覚園寺～瑞泉寺～小町通り～大仏～

大仏坂切通しと結構ゆっくりじっくり、鎌倉を巡り

ました。特に覚園寺では、お寺の人に鎌倉時代の歴

史的事件の背景、風習、その後の移り変わりなどを

ゆっくりとお話を頂きながら周れて、みんなで感動

したのでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 旅 行 ◇  

見て、聞いて、感じて、色んなことを実体験する、

そんなことを目的に、

年に何回かはみんな

で旅行にいったりも

します。やはり、行き先はやはりみんなで決めます。 

昨年から富山の温泉が湧き出る宿泊施設ができまし

た。黒部渓谷の大自然を満喫できます。 

5 月には雄大なパノラマが見られるので、そちらに

旅行に行きたいと考えています。 

9 月に海外ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰを計画中です。実際に英語を使

ってみるチャンスです。どんな発見があるのでしょ

うか。 

☆☆ススポポーーツツ用用品品ななどどごご提提供供下下ささいい☆☆  

教研には今、オープンクラスに来ている中学生

以上の子どもたちと、「地域の子どもの居場所」

に来ている小学生の子どもたちとが通ってきて

います。 

現在みんなで共有している、グローブ、バトミ

ントンや卓球のラケットなど、かなり状態がひど

くなってきています。 

よければ、お宅に眠っている、使っていない、

ご提供いただけるようなものを、頂けないでしょ

うか。 

また、教研のスペース的な問題もあり、すべて

頂きますということはできないのですが、低学年

の子が出来るような、ゲーム・パズルのようなも

のも、ご提供頂ければと思います。 

教研、田村まで、ご連絡お待ちしています。 

 

 
残念なお知らせです。 

『平谷村は長野県南部に位置し、人口６６０人。

近年、観光開発で成果を上げ、財政的には潤いま

したが、過疎化と少子化は克服できず、学年によ

っては複式学級になっています。 

そんな中で、村長の塚田明久さん（53）は、過

疎化が進むこのままでは、複式学級になってしま

う、「子ども一人一人の思いを大切にしたきめの

細かい教育をしたい」と厚生労働省に相談を持ち

かけ、私たちＮＰО「教育研究所」が紹介された。

村の人や、学校、地元企業の温かい支援を受け、

来春には公設民営の寮（仮名「平谷こどもの家」）

を 開 設 す る 予 定 で し た 。』  ( 毎 日

interactive-web新聞より) 

理想的な環境の整った、静かな長野県平谷村で

の新しい不登校支援事業は、昨年 12 月、村議会

を通過し、補正予算もおり、平谷子どもの家の土

地（三百五十坪位）も建物（九十坪）を村が購入

し、内装の全面的な改修工事（全室フローリング、

木の壁）明るい台所・食堂・贅沢なリビング・個

室（8 畳から１２畳）などに変更する設計も終わ

＜4 月の知識の泉・予定表＞ 

１１(月) 映画を観て＆語る会 

１２(火) 歴史がわかる！世界が見える！ 

１５(金) おもしろ理科・数学入門 

１８(月) 国際理解講座  

１９(火) 歴史がわかる！世界が見える！ 

２２(金) おもしろ理科・数学入門 

２５(月) ぐるめ会 
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り、いよいよ 1月中旬から工事開始を予定してい

ました。 

村の学校の先生の研修を始め、3 月 5 日（土）

平谷村ホール、シンポ「ひきこもり・不登校対策

と村おこし」と題し、コーディネイター：牟田武

生、パネリスト：馳浩衆議院議員（前文部科学大

臣政務官）、鈴木雄司（厚生労働省専門官）、長野

県教育委員会担当者、塚田村長をお招きし開くこ

とが決定していました。また、３月中旬、子ども

達の受け入れ開始も決まっていました。 

しかし、1 月の村長選で、合併問題とともに、

教育問題として、寮の建設の賛成（複式学級を回

避できる）・反対（不登校の子ども達が村に来る

ことが不安）が争点になり、「平谷子ども寮」の

推進者の塚田村長が僅差でまさかの敗退をして

しまいました。そして、全ての話が流れました。

村には使われない建物が残りました。   

先進的な考えと保守的な人との考えのギャッ

プはどこでも大きいようです。まだまだ、不登校

やひきこもりは理解されていないようです。 

厚生労働省の後押しだったのに残念です。でも、

次の機会頑張ります。懲りてなんかいないぞ！過

去 32 年間こんな事の連続でしたから、でも、開

拓者は辛いね（本音、ポロリ）シンポのパネリス

トにボランテイア来てくださる予定の先生方に

御迷惑をおかけしました。 

また、この寮に期待し、ひきこもりから脱出し

ようとしていた多くの不登校の子ども達、力がな

くて御免なさい。休みも返上して頑張ったのに駄

目でした。  （牟田） 

※毎日インタラクティブ  
http://www.mainichi-msn.co.jp/kurashi/kokoro/centur
y/etc/prof_muta.html 

 

不不登登校校、、ひひききここももりりのの子子どどもも、、家家族族へへのの援援助助

（ 天理市第４６回心を育てる教職員の集い講演） 

講師：牟田 武生 

-以前は学校恐怖症や登校拒否ともいった不登校。 
不登校の子どもが出だしたのは昭和二十年代の

後半。 
四十年代から増加し、現在にまで至っている。 
牟田武生氏の講演は、四期に分けられる各時代の

特徴を解説し、親と学校が協力して子どもに接す

るにはどうすべきなのかを説く。 
永年の教育コンサルタントの経験から教師や親

へのアドバイスを頂いた。- 

ただ今ご紹介いただきました、私、民間教育施

設の教育研究所というところで教育コンサルタ

ントをやっております牟田と申します。 
 私は大学院を出た時に、いわゆる教育相談、あ

るいはどちらかというとケースワークを含めた

形で子どもたちと関わりたいと思っていたので

すけど、なかなか教育相談とか、ケースワークと

いうのは、退職された校長先生がやられているケ

ースが多くて、私たち若い者が入っていくことが

出来ませんでしたが、今は少し門戸は開かれるよ

うになりました。 
その頃、自閉の子も多く現れてきているし、長

欠児という子供もぽちぽちと現れていた。学校で

はいわゆる落ちこぼしとか、落ちこぼれた子供と

いうような表現もなされていた時代で、確かに競

争社会の中で負者として落ちこぼれていくのか

もしれないけれど、では、その落ちこぼれた人た

ち、もしかしたら、純粋であふれ出たのかもしれ

ないけれど、そういった人たちを支援することっ

てあるのかなと、ふと考えていたのですね。そう

いう負者とか、競争社会で落ちこぼれてしまった

人を何か支援することが本当は民主主義では必

要なんじゃないかなと、こんな非常に高慢なこと

を考えて研究所を始めたわけです。 
初めての不登校児との出会い 
実際には不登校の子供と一番最初に関わった

のは二十三の時。女房は亡くなったんですけど、

中学校の先生をやっていまして、新任で入ったら、

どうも入学式に来て、最初の一週間は来たけれど、

それから来ない子がいる。自分が家庭訪問すれば

するほど亀さんみたいにどんどん引っ込んでい

って会えないような状態でした。 
その当時、今から三十五年くらい前、進級の問

題や卒業の問題というのは実際、義務教育の問題

の中でも大きな問題だったのです。このままいっ

てしまうとこの子は進級が出来ないのではない

か。卒業できなくて十六歳になった段階、二回目

の中学三年生をやった段階で除籍という扱いを

受けているケースが横浜でも東京でも多かった

のです。義務教育を除籍されてしまうと、子供の

場合、中学校を卒業していないのですから高校に

もなかなか行けません。就職することも出来ない。 
そういった子供は例えば中卒検で就学猶予免

除者のための中学卒業検定を受けさせようとす

るのですが、いわゆる就学猶予の免除を受けてい

るわけでもないから、それを受けさせるにもちょ

っと書類上大変だというようなこともありまし

て、熱心な親であればあるほど、この子の将来を

新連載！『教育講演』実況中継 
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考えて、とにかく何とか学校に行かせよう、ある

いは先生が車でやって来て布団蒸しみたいな形

で引きずり出して連れて行くというようなこと

が現実に行われていた。 
女房も困ってしまって、そんなこと出来ないし、

何とかならないかなということで、 
「あなた、只本を読んで書き物をやっているだけ

じゃなくて、家庭教師みたいな形で行ってみない

か」と言われて、断り切れないのです。こちらは

ヒモの生活ですから、どちらかというと。ヒモが

断ち切れたら生命が無くなっちゃうし、お金のパ

イプがなくなっちゃうわけで、女房が稼いで僕は

家事一般を全部やっていてということだったか

ら、家事労働が認定されりゃそんなことはないの

だけども、そういう生活をしていました。それで

行きました。 
 行ってみると総檜の立派な家で、日当たりの良

い所にその子の部屋がある。でも私が行ったって

会えるわけがないわけですよね。神様じゃないん

だから。でも、成果なく帰るのは困るな、女房に

怒られて家に入れてくれないんじゃないかと思

ってたもので、しようがなく、兄弟がいたので、

兄弟の家庭教師という形でその家に入り込んだ

わけです。 
勉強は少し、三十分くらいやって、後一時間から

一時間半はトランプやったりオセロをやったり、

花札をやったりという形でワイワイワイワイ、子

供が三人いましたけれども、盛り上がらせる。盛

り上がらせて楽しく週一回とか二回行っている

と、半年、九ヶ月くらい経ってソロソロッてフス

マが開いたんですね。「何をやっているんだ。毎

週毎週、楽しそうに」って、その家に行ってから

九ヵ月後くらい経っていたんですね。初めて会っ

て話をしてみたんです。話をしてみるといっても

「トランプをやらないか」と言いながら様子を見

る。 
 よくその子を見てみると、私の今まで学んでき

たフロイトとかユングだとか、ロジャースの事例

の中には出てこない人間だったんですね。どうし

てもこれは精神疾患にも思えないし、ウツ病にも

思えないし、神経症にも思えないし、で、怠けで

も非行怠学でもないわけだし、いったいこれはな

んだろうなと思ったのが私の運の尽きでした。大

失敗だった。三十二年間結局その仕事に付き合う

ことになりました。今でもその子とは付き合って

いるんです。 
 その子のお父さんは、その当時、ガソリンスタ

ンドと自転車屋をやっていたのですけども、その

子に技術的なことを覚えさせた方が良いだろう

ということで、技術畑に進んでいくことになりま

す。中学校は年間、百日くらいしか出席できなか

ったのだけど、高校へ行きたいと言った時に困っ

てしまいました。とにかく相模原につぶれそうな

私立の学校がありまして（その頃はつぶれそうだ

ったのですが、今はスポーツで結構強くなって住

宅地が出来て、生徒も沢山集まってきています）

そこの校長先生に何とかねじ込んで入れてもら

った。でも、高校というのは欠課時数の問題があ

りますので、あまり休んでいると単位が取れませ

んから、進級卒業できない。その子は高校生活で

は３年間で百日くらい休みましたが、卒業をして、

そして技術畑ということで自動車の修理に進み、

今は修理工場の社長をやっているんです。今でも

僕は彼に全部整備をお願いして直してもらって

いるのです。そういった付き合いがずっと続いて

いるのです。 
不登校の七十五%は対人不安・緊張不安 
研究所の方は最初の頃は自閉症の人、それから

長欠児でぽつぽつ休む子、それから非行の問題を

抱えている親の人のカウンセリングというよう

なことを中心にやっていました。ところが、自閉

症の場合も医学的な領域で検査が進んでいくと、

「微細機能障害」という、いわゆる脳の機能障害

の部分があるから、（現、関わりの中では私自身

としては、今は考え方は違うのですけれども）そ

の当時、関わりに限度がある医学的な領域ではな

くて、別に成果を期待しているわけじゃないので

すけども、自分で関わっていけば行くほど何とか

うまくいったとき、その子自身の自己実現につな

がっていくようなことはないか。心理学と教育学

と、どちらかというと精神医学の中間的なもので、

病気でないものというもの。教師というのはみん

なそうですけれど、自分のやったことに成果が出

てくると、とてもうれしいですよね。 
不登校の増加 
それで、昭和四十年代の中頃から不登校の子供

たちが増えてきて、その不登校の子供たちの支援

をしていくという形に段々変わってきました。 
現在は、不登校状態というのは基本的に年間三

十日以上を病的、病気でもなく、明確な理由が無

く欠席の状態の続いている人なんですけれど、不

登校状態の継続を見てくると、無気力の人が

20.5%、不安などの情緒混乱型が 26.1%、複合型、

いろんなことの理由が明確でなくて決められな

いもの、これが 25%、これらを合わせると 75%
近くいくわけです。年によって違うけれど、だい
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たい 70 から 75%、この全体の四分の三の人たち

というのは、どういう人かというと、無気力で、

不安などの情緒的な混乱を抱えているために対

人不安、緊張や不安を覚える、またそういった症

状を両方持っているような人が複合型で、基本的

には不登校の子供たちの四分の三くらいの人た

ちがひきこもり傾向にある人たちです。 
これが不登校の中心の存在と考えた方がいい。

学校へ行かないでバイクを乗り回して遊んでい

る方が楽しいとか、仲間とつるんで悪いことばっ

かりやって学校に来ないという子に、ついつい生

徒指導の先生たちは目が行きがちで、これも不登

校なんですけど、不登校の中核は不安の強いひき

こもりの人です。 
この人たちが全体の四分の三近くいるという

ことをふまえて、この引きこもりのような状態を

改善していかないと不登校の問題というのは解

決しないぞということなんです。 
そ次号へ続く） 

次回は二万六千人の追跡調査（文部省委託調

査）、自立化が孤立化に、今こそ旦那の協力が必

要、などを掲載予定です。 
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◇◆ 

 

教研では年間を通じて不登校・ひきこもりの子

どもを支援する保護者の方へ向け、講演会を開催

しています。 

最近の不登校・ひきこもりの子ども状態像を中

心に、30年にわたる臨床現場、実践研究などから

見えてきたことを、分かりやすくお話していきま

す。カウンセリングとは違い、客観的に自らのケ

ースと照らし合わせて考える機会となればと思

います。 

3 月までは無料開催しています。ぜひ、この機

会をご利用下さい。 

 

 
春は不登校の子ども達にとって動きはじめる大

きなチャンスです。学期、年度の変わり目である

この時期は、あえて登校刺激をしなくても自然と

心の中に葛藤が起こる季節です。 

しかし反面では非常にプレッシャーのかかる時

でもあります。プレッシャーはエネルギーにもな

り、重圧にもなるのです。 

ところが、外部との接触を絶って、観念的な自

己の世界にひきこもっている子ども達にとって、

それを自分の力だけでエネルギーに変えていく

ことは容易ではありません。“放っておく”“見守

るだけ”ことだけでは光は見えてきません。 

周りを見渡してみてください。今、ひきこもっ

ている子どもへ少なからず働きかけることがで

きるのは家族の絆だけなのですから。 

 
受付：13 時から  

講演：13 時 30 分～15 時  

ｸﾞﾙｰﾌﾟｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ：15 時 20 分～16 時 30 分 

会場：ウィリング横浜１２階１２７号室 

参加費：無 料 (※第一部は倶進会助成金によ

り開催。第 2 部は公的機関助成金にて開催。) 

定員 60 名先着 
詳しくはお問い合わせ下さい。 

いずれの講演会も初めて参加される方でも分

かるような形でお話を進めていきます。 

☆☆講講演演会会後後、、オオーーププンンググルルーーププややっっててまますす☆☆  

また、第二部として 15 時 20 分からグループ

カウンセリングも行っています。事前の申し込み

は特に必要ありません。講演の中で疑問に思った

ことや、もっと聞いてみたいこと、子どもの対応

についての悩み事、お母さんの憂さ晴らし、なん

でも結構ですのでご自由にご参加下さい。こちら

も参加は無料です。(公的助成を受け、開催しま

す。) 

※※次次回回講講演演会会はは 44 月月 1166 日日((土土))でですす。。  

  

☆☆閉閉鎖鎖型型ｸｸﾞ゙ﾙﾙｰーﾌﾌﾟ゚ｶｶｳｳﾝﾝｾｾﾘﾘﾝﾝｸｸﾞ゙ののおお知知ららせせ☆☆  
““小小･･中中･･高高校校生生のの不不登登校校をを抱抱ええるる親親ののたためめのの””  

西西村村ググルルーーププカカウウンンセセリリンンググ 

““社社会会的的引引ききここももりりのの子子どどももをを抱抱ええるる親親ののたためめ””

牟牟田田ググルルーーププカカウウンンセセリリンンググ  

0055 年年度度もも随随時時開開催催予予定定。。次次回回会会報報ににてておお知知ららせせ

ししまますす。。  

  

☆☆ススククーールルカカウウンンセセララーーへへののススーーパパーーババイイズズ

研研修修をを開開催催ししてていいまますす☆☆  

ウィリング横浜 
12 階 １２７ 
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臨床事例を共有しながら、スーパーバイザー

（牟田武生）がアドバイスを行い、スクールカウ

ンセラーの力量をアップしていくことを目的に

開催しています。 

研修の中では事例検討を行い、学校で行われる

日常活動の臨床の中で、“どう対応して行けば良

いのか、”“一人で判断しても良いのか”などの難

しいケースや新たなケース（ネット依存や虐待）

についてなど、難しい事例を出しあい、クライエ

ントの立場を最大限に守りながら、参加者全員で

討議をしながら検討を図っていきます。 

これらの会を通して、多くの難しい事例を共有

化し、客観化することによって、参加者の力量の

アップや、事例の抱え込みによる、カウンセラー

の主観的な判断を防ぐことが可能になります。 

また、学校で行われる相談内容は、実際に子ど

もと一緒になって動いて解決して行かなければ

ならない教育福祉的なケースワーク的な内容も

多くあります。しかし、スクールカウンセラーは

教育福祉的なケースワークについての知識は縦

割り行政の流れの影響で乏しい状況にあります。 

事例を通して学び、実践に即したカウンセラーや

教育相談員を養成していきます。 

日 程： 3月12日※4月以降はお問い合わせ下さい

。 

各土曜日の午後３時から５時まで  

参 加 料 ： 一回２，０００円  

（※途中からの参加はできますが、基本的に継

続受講でお願いしています。） 

場 所： ＮＰＯ法人教育研究所 

 

☆☆おお母母ささんんたたちちののミミニニ図図書書館館ののおお知知ららせせ☆☆  

「毎月 1回親の会でミニ図書館を開いています。

不登校やひきこもりに関する本や心理の本など

が 300冊以上ありますので、利用していただけれ

ばと思っています。 

教育や心理以外の本も増えてきました。9 月に

は図書の整理をして新しい本も入りましたので

お立ち寄りください。 

また、毎月 5～6 人が集まって、お茶を飲みな

がらおしゃべりに花を咲かせていますので、気軽

な気持ちで参加していただ

ければいいなと思っていま

す。会員の方ならどなたで

も貸し出しを行っています。

お待ちしています。 予約の

必要はありません。」 

（卒業生の母より） 

開催日 ： ４/２３（土）   AM10:30 ～ 

※３月はお休みです。 

☆☆地地域域子子どどもも教教室室ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆﾃﾃｨｨｰーククララブブへへ集集ままれれ！！☆☆  

 文部科学省では平成１６年度から、家庭･地域･

学校が一体となって取り組む「子ども居場所づく

り新プラン」を実施しています。これは、全国の

各地域で大人たちの協力を得ながら、放課後や休

日に子どもたちがさまざまな学習活動やスポー

ツ･文化活動などに取り組める「居場所」をつく

ろう、という趣旨のものです。 

 教研でも、横浜の民間教育団体や NPOが集まっ

た横浜市地域子ども教室ｺﾐｭﾆﾃｨｰクラブ実行委員

会に参加し、協力して文科省より委託を受け、教

研もＹＣＣ港南として「子供の居場所/地域子ど

も教室」を実施することになりました。 

 横浜市の小中学生は実費のみの参加費で参加

できます。(要申込)詳しくはお問い合わせ下さい。 

○○街街角角相相談談 ((無無料料 ))をを開開催催ししてていいまますす。。   

ＹＣＣ港南としての活動の中で、横浜市在住の小

中学生の保護者の人に向けて街角相談(無料)を

開催しています。ぜひ、ご利用下さい。 

開催日：第 2･第 4火曜日の午後 

(要予約です。詳しくはお問い合わせください。) 

☆☆オオーーププンンククララススのの卒卒業業式式ののおお知知ららせせ☆☆  

オープンクラスに通ってきている子達の中に

もこの春卒業し、それぞれ新たな旅立ちを迎える

子がいます。また、そのまま4月からのコモンル

ームに残る子もいます。この一年の節目に教研で

も卒業、修了式を行います。特にかしこまった形

ではないのですが、卒業するもの、それを送り出

すもののエールの交換のようなものでしょうか。 

何度出席しても、子どもたちの一年の成長を振

り返ることができ、嬉しい思いで一杯になります

。 

卒業式の後はバイキングでの交流会も予定し

ています。(予約制)興味のある方はご連絡下さい

。 

日 時： ３月１９日（土） 午前１０時～ 

場 所： ゆめおおおかｵﾌｨｽﾀﾜｰ内 

ｳｨﾘﾝｸﾞ横浜１２階 １２７号室 

☆☆ウウェェブブ新新聞聞わわがが子子のの悩悩みみドドッットトココムム☆☆  

 牟田先生（ＮＰＯ法人教育研究所理事長）の監

修のもと、（株）教育新聞社（東京都台東区）が

運営するウェブ新聞が開設されました。 
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＜このサイト開設のねらいと内容について＞  

『子どもたちを取り巻く生活環境は、日々変わ

っています。教室ではあまり目立たなかった子ど

もがある日突然事件を起こし、“普通の子”とし

てメディアに登場するケースが増えています。も

はや“わが子”も例外ではない時代です。 

「わが子の悩みドットコム」では、インターネ

ットゲームやインターネットが子どもに及ぼす

悪影響など、事件とかかわりのあるキーワードか

ら、問題の背景や子どもの心理状態に迫ります。 

また、不登校、いじめ、LD・ADHD、学校安全な

ど、依然として問題性の高い生徒指導・学校運営

などのテーマも、新しい側面から取りあげ、親の

方々にも分かりやすく、必要な時に繰り返し読ん

でもらえる内容を提供しています。 

子どもの問題は、学力などの学習面から体の健康、

友達関係まで幅が広く、そして相互に深く関係し

ています。「わが子の悩みドットコム」は、親の

方々が不安に思うことなども随時キーワードに

加えながら、子どもの視点から見えてくる諸問題

を追究していきます。』ぜひご利用下さい。 

（（※※ウウェェブブ新新聞聞わわがが子子のの悩悩みみドドッットトココムムよよりり）） 

http://www.konayami.com/index.html 

☆☆おお手手伝伝いいおお願願いい致致ししまますす☆☆  

○○今今年年もも全全国国のの公公立立･･私私立立全全日日制制高高校校約約 55000000校校おお

よよびび各各都都道道府府県県教教育育委委員員会会にに新新入入学学・・転転編編入入学学

にに関関すするるアアンンケケーートトをを発発送送ししまますす。。  

このアンケートは「不登校」から立ち直り、高

校に進学したいという希望を持つ子ども達のた

めに、教育研究所が毎年ボランティアで、行なっ

ているものです。アンケート結果はオクムラ書店

より、出版されます。 

発送数が 5000 と大量なため、一日発送作業を

行います。お時間がある方は、ぜひ、発送作業の

お手伝いをお願いします。 

 作業日時： 3月 24日（木） 

 作業開始： 午前 10 時より、※作業が終わり

次第終了になります。 

 場  所： ウィリング横浜１２階１２５号室 

      (上大岡駅徒歩 1 分) 

※６Ｐ講演会場の地図参照 

 昼食と交通費は支給されます。 

ご連絡、お問い合わせは教研まで。 

℡：045-848-3761／mail: contact@kyoken.org 

  

○○『教師＆専門家のための不登校問題研修会』 

ボランティアの切なるお願い 

今年も夏の研修会の準備が始まりました。今年

度はさらに研修を充実させ、大阪会場(3 日間)、

宿泊研修（埼玉・国立女性教育会館・3日間）、東

京会場(5 日間)という形で、行うことになりまし

た。 

つきましてはそれに伴い、全国の小・中・高校

へのダイレクトメールの発送を行う予定です。今

年も若干発送数が増えることになりそうです。 

作業は簡単な封入作業です。なるべく多くの方

にご協力をお願いできればと思っています。何と

かお力添えいただきたく、心からお願い申し上げ

ます。 

尚、人数の把握と昼食の用意がありますので、恐

れ入りますがお力添えいただける方がいらっしゃ

いましたら、事前に教研までご連絡下さい。また、

交通費実費・昼食はこちらでご用意させていただ

きます。 

作業日時： ４月 2６日（月）・２７日（火）・２

８日（水） 

時  間 ：  10時～17時 

場  所： ウィリング横浜 12６号(※6P参照) 

※一日だけでも、ご都合のいい時間帯だけでも結

構です。どうぞよろしくお願いします。 

☆☆特特別別特特価価でで本本のの販販売売ををししてていいまますす☆☆ 

教研にご注文いただく形で2005年度“総ガイド高

校新入学・転編入”を500円(定価2100円)で、“す

ぐに解決！子ども緊急事態Ｑ＆Ａ”を1000円(定

価1680円)でお送りしています。(送料は別で100

円)詳しくはお問い合わせください。 

 

０５年度のNPO会員継続手続きは同封の郵便振

替に必要事項をご記入頂き、５千円の会費をお振

込み下さい。会費はNPOの活動維持費として使わ

れます。できるだけ多くの方に教研の活動を理解

頂き、こうした形の支援をいただければと思いま

す。 

よろしくお願い致します。 

尚、０５年度会員手続きが完了した方には振込

用紙が入っていません。封筒宛名のところに０５

年度会員と書かれています。ご確認下さい。 
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３月 8日(火) ＹＣＣ港南・街角相談(無料) 

３月10日(木） 西村グループカウンセリング 

３月1２日(土

) 

牟田グループカウンセリング 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰへのｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｽﾞ研修 

３月18日(金) ぐるめ会 

３月19日(土) 教研卒業式・教研講演会 

３月22日(火) ＹＣＣ港南・街角相談(無料) 

３月24日(木) 高校受け入れアンケート発送日 

３月22日(火) 教研春休み 

４月1１日(月

） 

教研コモンルーム始まり 

４月1６日(土

） 

教研講演会 

４月２３日(

土） 

ミニ図書の会 

４月２５日(

月） 

ぐるめ会 

4月26日（火）

～27日(木) 

『教師＆専門家のための不登

校問題研修会』DM発送作業 

☆ＮＰＯの寄付口座のお知らせ☆  

今までも寄付という形でみなさんにご支援頂い

て来ました。ＮＰＯ法人教研にも寄付口座がで

きました。頂いた寄付は教研の活動に役立てさ

せて頂きます。これからもよろしくお願い致し

ます。 

寄付口座： 横浜銀行 上永谷支店(普)１４４２

 

   


